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会 議 の 名 称 令和 5年 度 第 3回 上尾市上下水道事業審議会

開  催  日  時 令和 6年 1月 30日 (火 ) 午後 1時 15分 か ら

開 催 場 所 上下水道部庁舎  3階 大会議室

議長 (会長・副会長)氏名 作 山 康、井上 茂

出席者 (委 員 )

氏名

田島 純、小高 進、井上 茂、内 田 栄作、作 山 康 、内 田 冨美代、

千葉 ふみ子、山崎 亮一

欠席者 (委 員 )

氏名

原 田 嘉明、新藤 孝子、小島 時子、飯 田 裕之、武藤 昭夫、鈴木 照子、

小官山 栄

事務局

(庶 務担 当 )

畠山 稔 (市長 )

新井 一頼 (部長 )

石島 努 (次長 )

経営総務課  :野 田 昌克 (課長 )、 島田 俊宏 (副 主幹 )、 野間 元貴 (主任 )
業務課    :千 葉 浩 (課長 )、 矢部 正治 (副 主幹 )
水道施設課  :奥 隅 雄一 (課長 )、 田口 修 (主幹 )
下水道施設課 :内 堀 真人 (課長 )、 梅澤 宏 (主幹 )、

遠 山 貴洋 (副 主幹 )、 松本 慶多 〈副主幹 )

′ヽ

事

議

項

1 議題 2 会議結果

(1)上 下 水 道 事 業 審 議 会 副 会 長
の選任 について

(2)公 共下水道使用料 について
(3)公 共 下水 道 事 業 の 事 後 評 価
について

別 紙 の とお り

議 事 の 経 過 別 紙 の とお り 傍聴者数  0名

会 議 資 料

上尾市上下水道事業審議会委員委嘱式及び令和 5年 度第 3回 上尾市
上下水道事業審議会次第

令和 5年 度第 3回 上尾市上下水道事業審議会席次表
上尾市上下水道事業審議会委員名簿

下水道使用料について

公共下水道事業の事後評価 について

別紙 1 社会資本総合整備計画事後評価書
上尾市水道事業 ビジ ョン

令和 ,σ2ッ年  3月  `~日

議事のてん末・概 要に相違 なき ことを証す るため、 ここに署名す る。

Y
議長 (委 員長・ 会長 )の 署名

議 長 に 代 わ る 者 の 署 名

(議 長 が欠 けた ときのみ )



(司  会 )
矢部副主幹

議 事 の 経 過

これ よ り、令和 5年 度第 3回 上尾市 /上 下水道事業審議会に移 ります。
それでは開会に当た りま して、作山会長 よ り、ご挨拶 を賜 りたい と存

じます。

(会  長 )
作 山会長

会長挨拶

(司  会 )
矢部副主幹

ありがとうございました。
次に、畠山市長からご挨拶を申し上げます。

発 言 者 議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項

(市  長 )
畠山市長

(司  会 )
矢部副主幹

(司  会 )
矢部副主幹

畠山市長挨拶

なお、畠山市長にお きま しては、このあ と所用が ございますので、た
いへん申 し訳あ りませんが ここで退席 させていただきます。

それ では初 めに、3名 の新 たな委員 さんか ら自己紹介 をお願 い したい
と思います。

は じめに小高委員か らお願 い します。

(委  員 ) 自己紹介

(司 ・会 )
矢部副主幹

あ りが とうございま した。
それでは、議題 に入 る前に資料の確認 をお願 い します。

・本 日の次第 (A4縦 1枚 )
・ 席次表 (A4縦 1枚 )
。上尾市 /上 下水道事業審議会 /委 員名簿 (A4縦 1枚 )
・ 下水道使用料 について (A4横 ホチキス留 め )
・公共下水道事業の事後評価 について (A4横 ホチキス留 め )
・別紙 1社 会資本総合整備計画事後評価書 (A4横 ホチキス留 め )
・ 上尾市水道事業 ビジ ョン (1冊 )
資料 は以上 7点 です。不足はございませ んで しょ うか。

(司  会 )
矢部副主幹

(司  会 )
矢部副主幹

(議  長 )
作 山会長

(議  長 )
作 山会長

(事 務 局 )
経営総務課長

では、本 日の出席者についてご報告 させていただきます。
上尾市上下水道事業審議会条例第 6条 第 2項 の規定によ り、「審議会
は、委員の過半数が出席 しなけれ ば、会議 を開 くことができない」とさ

れてお ります。

委員総数 15名 の うち、本 日の審議会には 8名 の出席 をいただいてお
りますので、会議の開催要件 を満 た していることをご報告いた します。

それでは、会議 に入 りたい と思います。

作 山会長 に議長 として議事の進行 をお願 い したい と思います。

作 山会長、 よろ しくお願 い します。

それでは議事 を進行 させ ていただきます。

皆 さまの ご協力をお願 い します。

初 めに、会議録署名 人を指名 させていただきます。田島委員、千葉委

員のお二人にお願 い します。

事務局に確認 しますが、傍聴希望者 はい らっ しゃいますか。

傍聴希望者はお りませ ん。

__________■ _________― ――――
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「副会長 の選任 につ

会長 をお願 い してお り

在不在 となってお りま

このため、今 回副会

副会長の選任方法に

1号委員 さんか ら選 出
選いただいてお りま し

今回につきま して も

と考 えてお ります。

なお、欠席 され てい

一任 されてお ります。

いて」で ございますが、これ まで長沢委員 に、副

ま したが 12月 に退任 されま した ことによ り、現
す。

長の選任 をお願 いす るもので ございます。
つ きま しては、 これ まで市議会議員であ ります、

していただき、委員の皆 さまにお諮 りを して、互

た。

同様 に、1号委員 さんか らの選 出をお願 い したい

る新藤委員、原 田委員は事前に 1号 委員の皆様 に

ただいま、事務局か ら説明があ りま したが、説明の通 りでよろ しいで

し よ ,か 。

(委  員 )

(議  長 )
作 山会長

(司  会 )
矢部副主幹

(司  会 )
矢部副主幹

(委  員 ) 異議 な し

(議  長 )
作 山会長

(経 営 総 務
課 )

野 田課 長

(議  長 )
作 山会長

(議  長 )
作 山会長

(議  長 )
作 山会長

(委  員 )
田島委員

(議  長 )
作 山会長

(副 会長 )

井上副会長

(司  会 )
矢部副主幹

本 日、傍聴希望者はお りませんので、早速議事に入 りたい と思います。
それでは 「「議題 1 上下水道事業審議会副会長の選出について」で
ございます。
選出方法について、事務局か ら説明をお願い します。

「異議 な し」 との ことですので、 1号 委員 さんか ら互選 をお願 い した
い と思います。また、協議 の結果 を報告 され る方 も決 めておいて くだ さ

い。

事務局、案内をお願い します。

協議のあいだ、暫時休憩 とさせて頂 きます。

それ では、会議 を再開 します。

副会長 について、 1号 委員 さんか ら報告 をお願 い します。
1号委員 の協議の結果、副会長 は井上委員 にお願 いす ることに決 ま り
ま した。

あ りが とうございま した。
ただいま、副会長は井上委員 と報告がございま したが、委員の皆 さま、
よろ しいで しょうか。

異議 な し

す

それ では、 ご報告 をいただい た とお り副会長 は井上委員 に決定 しま

以上で 「議題 1 上尾市上下水道事業審議会副会長の選出について」
を終了します。

選 出 され ま した井上副会長 は正面の席へ移動 をお願 い します。

それでは、井上副会長か ら就任のご挨拶 を賜 りたい と思います。

副会長挨拶

あ りが とうございま した。

引き続き、作山会長 に進行をお願い したい と思います。
よろ しくお願い します。

(議  長 )
作山会長

続 きま して、「議題 2 公共下水道使用料について」事務局か ら説明
をお願い します。
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(経 営 総 務

課 )

島 田副 主幹

(会  長 )
作山会長

≪議題 2 公共下水道使用料について 説 明 ≫

事務局 か ら説 明が終わ りま した。何 か ご質 問は ございます で しょ う

か。

(副 会長 )

井上副会長

処理 区域 が広 がれ ば有収率が上が って料金 の健全化 につ なが る とい

う関係性 がわか らない。

処理 区域が広が るほ ど有収率が下が る可能性 もあるのではないか。

そ この関係性 をも う一度説 明 してほ しい。

(経 営 総 務
課 )

島 田副 主幹

井上副会長 の言 う通 り、必ず しも処理 区域 が広がれ ば有収
′
率が上が る

とは限 らない。

しか し、現状では整備 が進むほ ど接続戸数 も増加 し、使用料 も増加 し

てい る為、下水道 の整備 が進 めば、右肩上が りの状態 が続 くと認識 して

いる。

次 回 、適 正水 準 につ い て議 論す る ときに詳 細 な シ ミュ レー シ ョンを し

て ほ しい。

例 えば桶川 市 は 4月 か ら使 用料 の値 上 げ を行 う。他 の 自治 体 も値 上 げ
の準備 を して い る。これ は 国か ら補 助 金 を受 け取 るた め に料金 を適 正化

しよ うと して い るか らで あ る。

そのため適正化 していない 自治体 と比較 して も意味はない。

上尾市は一般会計か ら下水道事業 に約 8億 円支出 してい る。下水 を使
用 していない世帯 もある中で、 これ は適正 とはいえないのではないか。

現在 の使用料 が無理 を している とい うのを認識 してほ しい。

事務局か らは正 しい資料 を提 出 してほ しい。

これ だけ物価 が上がっている中で、水道 下水 ともに上が らないはずが

ない と感 じてい る。

次回か らは理解 しやす い形 で資料 を提 出 して も らわない と委員 の判

断 も曖味になって しま う。

△
ム

会

山

＜

作

長 )

長

(委  員 )
田島委員

(経 営 総 務

課 )

島 田副主幹

(会  長 )
作 山会長

(経 営 総 務

課 )

島 田副主幹

今回は、他団体 と比較 して汚水処理原価 が本 当に高いのかな ど上尾市

の現状 を示す ために資料 を提 出 した。
一般的 に汚水処理原価 が高 けれ ばす ぐに料金値 上 げにな る ところだ

が、ポンプ場の数 な ど各団体の状況 に よつて、汚水処理原価 な どの各指

標が変動す る とい う現状 を説明 させていただいた。

次回以降は料金改定 も含 めて改 めて説 明 させていただ く。

事務局は危機感が足 りないのではないか。

ポンプ場が多いか ら汚水処理原価が高いのは理解できるが、だか ら仕

方ないではな く、一般会計か ら約 8億 歳出 しているとい う状況 をもっと
考えるべき。原則、使用者負担にす るべきとい う認識が必要。

料金の値上げ幅や タイ ミングを検討 してい くとい う流れ になるべ き

だ と思 うが、事務局か らは感 じられない。 どう考えているのか。

料金改定や一般 会計か らの繰入 を減 らす必要性 は しっか り認識 して

いる。

次回会議で示 していきたい。

′ヽ

長 )

長

・次回以降適切 な資料 を提出 して もらい、また検討 してい く。

続 きま して、「議題 3 公共下水道事業 の事後評価 について」事務局
か ら説明をお願 い します。

作 山
′ヽ



(下 水 道 施
設課 )

遠 山副 主幹

≪議題 3 公共下水道事業の事後評価 について 説明 ≫

(会  長 )
作 山会 長

事務 局か ら説 明が終わ りま した。何 か ご意見 は ござい ます で しょ う

か。

議題 3の 資料 11ペ ー ジの表内で未達成 の部分があるが、評価 コメン
ト欄 にはその理 由が書かれ ていない。 これ にはなにか理 由があるのか。

全般的な内容 を記載 していま した。

未達成理 由の コメン トに訂正 させていただきます。。

未達成だか ら悪い とい うわけではな く、未達成 な らその理 由を書 くこ

とが大切である。

他 にご意見はない よ うですので、本議題 につ きま しては よろ しいで し

ょ うか。

今回は現状 を認識 して もらい、次国以降 に議論 してい くのが重要だ と

思 う。

ほ とん どの 自治体が実質赤字で、値上げ しない と補助金 を出 さない と

国か ら言われているよ うな状況である。

これ を機 に正 しく現状 を把握 して、どうすれ ば解決 してい くのか とい

う議論 を していきたい。

以上で、「公共下水道 の事後評価 について」を終了 します。

本 日の議題 は全て終 了いた しま した。議事進行 にご協力いただきま し

て、あ りが とうございま した。これ をもちま して、議長の任 を解かせて

いただきます

(委  員 )
田島委員

(下 水 道 施

設 課 )

梅 澤 主幹

(会  長 )
作 山会長

長

長△
ム

△
ム
　
，‐，円

＜

″
貯

(司  会 )
矢部副主幹

(事務 局 )

新井部長

(司  会 )
矢部副主幹

作 山会長、あ りが と うございま した。

議事 は以上で ございます。

それでは、終 りに事務局 を代表いた しま して、新井上下水道部長か ら

ご挨拶 申 し上げます。

上下水道部長挨拶

以上で、令和 5年 度第 3回 上尾市上下水道事業審議会を終了 させてい
ただきます。

本 日は、お疲れ さまでございま した。

以上のとお り、本審議会の議事の次第を記録 し、本議事録は正確

なることを証するため、署名する。

令和 ι年 3月 )'日

議事録署名人
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